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●設立当初の状況
アジア経済研究所発足期の日本における
地域研究関連資料の状況は、第二次大戦による打撃から未だ 直ることができていない段階にあったといえよう。なかでもアジア、中東、アフリカ、ラテン・アメリカなどの発展途上諸国に関する は格段に不足していた。旧植民地の独立が相次ぎ、新興独立各国は新たな国づくりを目指して、経済・社会開発政策をかかげて自 への歩みを進めようとして 。 内外の新たな状況に対応するため、アジア・中東地域に関する「基礎的総合的研究」とそれに対応する「資料センター」をそなえ ジ 経済研究所が設立され、調査研究部門 図書館部門は車の両輪としての役割を期待された。
創立時や初期の図書館づくりにかかわっ
た諸先輩の間では、当初からコレクション構築に関するコンセンサスが基本的にあったように思う。それはまず発展途上国の現地資料を優先的に収集すること、また国際機関や欧米先進国の資料を広範に集めるこ
と、さらに日本国内の資料を網羅的に入手すること。これらを総合して途上国に関する日本の「資料センター」として国際的にも一流のコレクション構築を目指すことであった。●対象地域と対象 料
研究対象地域が当初のアジア・中東地域
から、アフリカ、ラテン・アメリカ、オセアニアへと急速に拡大され、さらに東欧諸国も含まれることになるにつれて、図書館の資料収集の対象地域も広がった。
収集対象とされた資料は、各国の経済・
政治・社会の現状と近現代史研究のための資料ということで、社会科学・人文科学の広範な主題分野にわたるものであった。
　　　
初期には各国研究のために、過去の主要
な研究成果や、レファレンスコレクション用の辞書、事典、年鑑、便覧、名鑑、統計類、雑誌のバックナンバーなど 基本的資料を急ぎ収集した。現地の新聞・雑誌の予約も行われた。その過程で明確に ったことは、日本の書籍市場では途上国からの輸入が非常に困難なことで、新刊書 古書
新聞・雑誌全般にわたってそうであった。そこで途上国の書店、古書店、新聞社、雑誌社などと直接の取引関係を開始・継続する仕事が大きな割合を占めた。ヨーロッパの途上国関係資料を扱う古書店との直接取引も行った。 のため外貨管理が厳しかった時期には日銀の許可を得て送金手続き行った。購入が困難な国際機関や研究機関の出版物は、資料交換 をつくって入する工夫もなされた。このような仕事にエネルギーを注いだ時期が初期から一定期間続いた。同時に研究者を中心とした現地資料収集チームを各地に派遣したり、現地駐在の研究者に収集を依頼したり、図書館内の地域担当者の海外派遣や短期収集旅行などの形を通して収集業務が展開された。●現地 出版物
現地資料の収集には一貫して重点がおか
れた。現地語による資 もふくめて社会科学分野、近現代史分野の刊行 を積極的に集めた。出版事情は国によりさまざまであった。政府刊行物、商業出版物、経済団体、学会、研究機関、政党、労働運動、農
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民運動、社会運動、さらに新しい動きとしてはＮＰＯ・ＮＧＯの出版物などに注目して収集した。
社会科学分野の出版物を対象とする現地
語のコレクションは重要な意味をもっている。中国語、韓国語、ベトナム語、インドネシア 、タイ語、アラビア語、ペルシャ語などの言語別コレクションの構築には言語の訓練を受けた地域担当者の育成とその収集・整理両面での努力が不可欠であった。
速報情報源として新聞の役割は大きかっ
た。各国の主要な新聞・雑誌をできるだけ多く航空便で入手することが重視された。新聞はマイクロフィルム化し長期保存することが行われた。新聞は一定期間が過ぎると歴史的・学術的研究 ため 有力な史料となる。最近はインターネット上で各国の新聞を読むことができるようになるとともに、速報情報源 してはテレビが圧倒的な役割を占めるようになった。しかし時系列的に長期間集積された のフィルムコレクションは依然として有効 情報源である。
統計資料も重点のひとつであった。時期
的には担当組織 変化があったものの、資料交換や購入による継続的収集は蔵書の質的内容を豊かにした。現地統計の網羅性、継続性、長期性という点で国内有数のコレクションといえよう。
法律関係の資料も途上国の経済関係法令
コレクションとしては国内で有数のものといえよう。
地図も重点的に集められた。一部の で
は地図の国外持出しが禁止され いたの 、国外持出しが認められているものを対象に収集された。地形図や各種経済地図に加えて都市図も収集の対象とした 地図にたいする需要に応えるためにグリッド方式による所蔵目録が刊行された。人工衛星からの映像によ 地図がネット上でも利用できるようになって状況はかなり変化した。●欧米や国際機関の出版物
欧米諸国と国際機関の刊行物は有力な情
報源である。旧宗主 における途上国研究の成果は歴史的な関わりもあって重要である。国際機関が提起する諸問題を掲載する報告書や調査レポート類も不断 ウォッチし入手する必要がある。
これらの研究書や報告書は時に非売品で
通常の書店を通したマーケットでは入手できないことが多い。資料交換関係などを通じて入手するこの種の資料に 貴重なものが多い。資料交換では当方からの送付資料の内容が先方にとって貴重なものであることが重要な条件となる。研究所出版物 なかに英文出版物が多数あり、英文機関誌が継続的に刊行されていることが大きな意味
をもった。これらは内外の研究交流にも、途上国の研究機関との資料交換にも威力を発揮してきた。●国内の出版物
国内の研究機関・学会出版物、商業出版
物、政府刊行物、業界・団体出版物、ＮＧＯ・ＮＰＯ出版物、雑誌記事などを収集対象としてきた。これらの入手には国内の途上国関連出版物の情報把握が必要であった。一九八〇年創刊の「発展途上地域日本語文献目録」 （ 刊）は日本における途上国に関する出版物の 間サーヴェイであ 、同時に収集活動展開のための基本的ツールであった。 「途 資料センター」として国内の関係資料出 状況を全般的に調査し、その中から必要な資料を収集・提供することは依然として重要な役割であろう。
コレクション構築を進めるうえで当研究
所独自の組織的利点として、研究者と図書館員の協力関係、資料交換に利用できる研究所出版物、普段の海外研究者・図書館員との交流による情報入手等がある。このことはコレクションの質的レベル向上に大きな影響を及ぼした。この利点を生かしながら内外の出版事情やメディア 急速な変化に対応しつつ更なるコレクション充実を追求して行くことがこれからの課題となろう。
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